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Ⅲ 調査結果
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１．地域活動について

問１ ここ１年ほどの間で参加した地域活動にはどのようなものがありますか。（３

つまで）

○ 最も参加の多い活動は、約４割の人が参加している「町内会、自治会、婦人会な

どの地域団体活動」。

○ 「どれにも参加しなかった」と答えた人の割合は、女性で約４割、男性で約３割、

２０歳代では過半数となっている。

ここ１年ほどの間で参加した地域活動は、「町内会、自治会、婦人会」が最も多く、全

体４１．１％、女性３６．７％、男性４７．０％となっている。

次に多いのが、「どれにも参加しなかった」であり、全体３６．２％、女性４０．６％、

男性３０．２％、「趣味、スポーツ、教養などのサークル・グループ活動」全体２６．４

％、女性２６．１％、男性２７．１％となっている。

男女別にみると、「町内会、自治会、婦人会などの地域団体活動」は女性３６．７％、

男性４７．０％で１０．３ポイント差、「どれにも参加しなかった」では女性４０．６％、

男性３０．２％と１０．４ポイント差となっており、男女で隔たりがみられる。

■ 図１ ここ１年ほどの間で参加した地域活動

単位：(%)

26.4 

15.4 

41.1 

12.5 

6.5 

5.7 

15.2 

0.8 

2.3 

36.2 

0.4 

26.1 

16.9 

36.7 

8.3 

9.0 

7.2 

7.9 

1.2 

2.1 

40.6 

0.5 

27.1 

13.7 

47.0 

18.0 

3.0 

3.7 

25.3 

0.3 

2.7 

30.2 

0.3 

0 10 20 30 40 50

趣味、スポーツ、教養などの

サークル・グループ活動

育児支援、PTA、学童保育、児童館などの
子育てや教育に関する活動

町内会、自治会、婦人会などの

地域団体活動

地域の防災・防犯・交通安全活動

健康教室、食生活改善など

健康推進に関する活動

高齢者・障がい者支援など

社会福祉に関する活動

自然保護、清掃活動、省資源など

地球環境を守るための活動

身近にいる外国人たちとの

交流や国際理解活動

その他

どれにも参加しなかった

無回答
全体(n=768)

女性(n=433)

男性(n=328)
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地域活動の「どれにも参加しなかった」と回答した人を年代別の割合でみると、７５～

７９歳を除いて、２０～２４歳で６９．８％と最も高くなっており、ほぼ年齢が高くなる

に従って減少する傾向にある。７０～７４歳では２２．０％と参加しなかった人の割合は

全年代中で最低となり、多くの人が地域活動に参加していることがわかる。

■ 図２ 「どれにも参加しなかった」と回答した人の割合

注：年代無回答n=6を除く
単位：(%)

69.8 

59.6 

38.1 

36.4 

29.9 

24.6 

32.8 

31.2 

32.6 

30.4 

22.0 

59.4 

22.7 

0 20 40 60

２０～２４歳

（n=53）
２５～２９歳

（n=47）
３０～３４歳

（n=42）
３５～３９歳

（n=66）
４０～４４歳

（n=67）
４５～４９歳

（n=69）
５０～５４歳

（n=67）
５５～５９歳

（n=77）
６０～６４歳

（n=92）
６５～６９歳

（n=69）
７０～７４歳

（n=59）
７５～７９歳

（n=32）
８０歳以上

（n=22）
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問２ （地域活動に）参加しなかったのはなぜですか。（問１で「どれにも参加し

なかった」と答えた人のみ、２つまで）

○「仕事が忙しい」ことや「どのように参加するかわからない」ことを理由として地

域活動に参加しなかった人が多い。

男女いずれも「仕事が忙しいから」という理由が最も多く、全体４６．８％、女性４２．

６％、男性５４．５％となっている。次いで「どのように参加するかわからないから」全

体２５．５％、女性２５．６％、男性２６．３％、「自分に合った適当な活動がないから」

全体１９．８％、女性２１．０％、男性１７．２％となっている。

■ 図３ 地域活動に参加しない理由

単位：(%)

11.2 

6.5 

46.8 

3.2 

0.7 

19.8 

25.5 

11.5 

11.2 

19.1 

0.4 

14.8 

6.8 

42.6 

3.4 

0.6 

21.0 

25.6 

9.7 

11.4 

20.5 

0.6 

5.1 

5.1 

54.5 

3.0 

1.0 

17.2 

26.3 

15.2 

11.1 

16.2 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60

家事や育児が忙しいから

世話の必要な高齢者や病人等がいるから

仕事が忙しいから

活動に経費がかかるから

家族に理解がないから

自分に合った適当な活動がないから

どのように参加するかわからないから

参加することに意義を感じなかったから

人間関係がわずらわしいから

その他

無回答

全体（ｎ＝278)

女性（ｎ＝176）

男性（ｎ＝99）
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２．家庭生活について

問３ 「男は仕事、女は家庭」という考え方がありますが、あなたはこれについ

てどう思いますか。（１つだけ）

○ 全体でみると、「反対」・「どちらかといえば反対」を合わせた反対意見が５９．

０％と、今回の調査で初めて過半数となった。

○ 女性は、前回調査同様反対意見が過半数であるが、より反対意見と賛成意見の差

が拡大した。また男性は、今回の調査で初めて反対意見が賛成意見を上回った。

○ 年代別にみると、７５歳以上では賛成意見が反対意見を、それ以外の年代では反

対意見が賛成意見を、それぞれ上回っている。

男女合わせた全体でみると、「反対」・「どちらかといえば反対」と回答した人（反対意

見）の割合が５９．０％と、「賛成」・「どちらかといえば賛成」と回答した人（賛成意見）

の割合２８．５％を大きく上回り、２倍以上となった。

全国調査の結果では賛成意見（５１．６％）が反対意見（４５．１％）を上回っており、

秋田県では全国の結果とは異なる結果となった。

■ 図４ 性別役割分担意識について（全体）

※全国データ：内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（H24、以下同じ）

3.4 

7.7 

10.1 

10.8 

12.9 

13.8 

14.8 

20.6 

25.1 

33.5 

36.7 

35.3 

38.7 

31.0 

32.1 

37.2 

32.8 

25.7 

25.3 

27.7 

27.9 

28.7 

27.0 

24.0 

26.2 

18.9 

14.6 

11.5 

17.2 

23.4 

20.0 

13.8 

12.5 

14.2 

13.3 

14.6 

3.3 

3.2 

6.1 

4.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

秋田県Ｈ２４

（ｎ＝768）

秋田県Ｈ１９

（ｎ＝1357）

秋田県Ｈ１４

（ｎ＝1304）

秋田県Ｈ９

（ｎ＝2591）

全国Ｈ２４

（ｎ＝3033）

全国Ｈ１９

（ｎ＝3118）

全国Ｈ１４

（ｎ＝3561）

全国Ｈ９

（ｎ＝3574）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない・無回答

反対意見賛成意見
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女性は、平成９年調査から反対意見が賛成意見を上回っていたが、今回は反対意見６３．

５％、賛成意見２４．７％と、反対意見が賛成意見の２．５倍となった。

■ 図５ 性別役割分担意識について（女性）

男性は、今回調査で初めて反対意見（５３．１％）が賛成意見（３３．９％）を上回り、

過半数となった。

■ 図６ 性別役割分担意識について（男性）

4.0 

9.1 

14.0 

13.6 

13.3 

29.9 

39.8 

44.2 

40.7 

41.8 

29.0 

20.3 

19.1 

21.5 

25.2 

24.1 

17.8 

11.5 

8.5 

15.8 

13.1 

13.0 

11.1 

15.7 

3.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

秋田県Ｈ２４

（ｎ＝328）

秋田県Ｈ１９

（ｎ＝625）

秋田県Ｈ１４

（ｎ＝565）

秋田県Ｈ９

（ｎ＝1166）

全国Ｈ２４

（ｎ＝1432）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない・無回答

賛成意見 反対意見

3.0 

6.4 

6.8 

8.4 

12.4 

21.7 

28.5 

31.3 

30.8 

36.0 

36.0 

30.4 

30.4 

33.0 

30.4 

27.5 

19.7 

17.5 

14.2 

18.4 

11.8 

15.1 

13.9 

13.6 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

秋田県Ｈ２４

（ｎ＝433）

秋田県Ｈ１９

（ｎ＝720）

秋田県Ｈ１４

（ｎ＝716）

秋田県Ｈ９

（ｎ＝1401）

全国Ｈ２４

（ｎ＝1601）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない・無回答

賛成意見 反対意見
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６５歳以上の状況をみると、全体では賛成意見３９．０％、反対意見４７．８％で反対

意見が賛成意見を上回った。

６５歳以上の人を男女別でみると、女性は賛成意見３０．３％、反対意見５３．６％で

反対意見が過半数となっているものの、男性は賛成意見５０．０％、反対意見４１．５％

で賛成意見が多数を占めている。

■ 図７ 性別役割分担意識について（６５歳以上）

注：全体には性別無回答n=1を含む

年代別にみると、７５歳以上を除くすべての年代で反対意見が賛成意見を上回っている。

２５～２９歳では賛成意見が１９．２％、反対意見が７２．４％で反対意見が最大とな

っているほか、４０～４４歳では賛成意見１０．４％、反対意見７０．２％で賛成意見が

最少となった。

３０歳代は若年層の中では賛成意見の割合が高く、３割を超えている。

■ 図８－１ 性別役割分担意識について（全体年代別）

3.8 

4.3 

2.4 

3.0 

2.9 

3.9 

2.2 

5.8 

8.5 

6.3 

4.5 

18.9 

14.9 

28.6 

33.3 

10.4 

23.2 

28.4 

26.0 

21.7 

31.9 

27.1 

37.5 

40.9 

26.4 

36.2 

23.8 

28.8 

29.9 

33.3 

34.3 

36.4 

41.3 

37.7 

33.9 

28.1 

13.6 

30.2 

36.2 

23.8 

21.2 

40.3 

27.5 

31.3 

27.3 

27.2 

11.6 

23.7 

12.5 

13.6 

20.8 

8.5 

21.4 

13.6 

19.4 

13.0 

6.0 

6.5 

7.6 

13.0 

6.8 

15.6 

27.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～24歳
（n=53）

25～29歳
（n=47）

30～34歳
（n=42）

35～39歳
（n=66）

40～44歳
（n=67）

45～49歳
（n=69）

50～54歳
（n=67）

55～59歳
（n=77）

60～64歳
（n=92）

65～69歳
（n=69）

70～74歳
（n=59）

75～79歳
（n=32）

80歳以上
（n=22）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない・無回答

賛成意見 反対意見

6.6 

4.0 

9.8 

32.4 

26.3 

40.2 

31.9 

38.4 

24.4 

15.9 

15.2 

17.1 

13.2 

16.2 

8.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（ｎ＝182）

女性

（ｎ＝99）

男性

（ｎ＝82）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない・無回答

賛成意見 反対意見
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男女を年代別にみると、女性は７５歳以上を除くすべての年代で反対意見が賛成意見を

上回っている。一方で、男性は２５歳から３９歳までで賛成意見が多いのが特徴的であり、

４割から５割程度を占めている。また男性は、６５歳以上で賛成意見が４割程度から過半

数を占める。

■ 図８－２ 性別役割分担意識について（女性年代別）

■ 図８－３ 性別役割分担意識について（男性年代別）
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6.9 

4.0 

5.1 

2.8 

4.4 

4.9 

3.7 

5.6 

21.2 

20.0 

23.1 

10.8 

27.8 

27.5 

24.4 

22.4 

22.0 

22.2 

33.3 

38.5 

33.3 

44.8 

28.0 

30.8 

32.4 

30.6 

32.5 

37.8 

42.9 

53.7 

33.3 

27.8 

15.4 

30.3 

34.5 

24.0 

28.2 

40.5 

22.2 

35.0 

31.1 

32.7 

9.8 

29.6 

11.1 

7.7 

12.1 

13.8 

24.0 

12.8 

16.2 

16.7 

5.0 

2.2 

2.0 

9.8 

11.1 

22.2 

38.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～24歳
（n=33）

25～29歳
（n=29）

30～34歳
（n=25）

35～39歳
（n=39）

40～44歳
（n=37）

45～49歳
（n=36）

50～54歳
（n=40）

55～59歳
（n=45）

60～64歳
（n=49）

65～69歳
（n=41）

70～74歳
（n=27）

75～79歳
（n=18）

80歳以上
（n=13）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない・無回答

賛成意見 反対意見

5.0 

3.0 

3.2 

4.7 

7.1 

12.5 

7.7 

11.1 

15.0 

38.9 

41.2 

48.1 

10.0 

18.2 

29.6 

29.0 

20.9 

46.4 

31.3 

46.2 

44.4 

15.0 

22.2 

17.6 

25.9 

26.7 

36.4 

37.0 

35.5 

39.5 

14.3 

34.4 

30.8 

11.1 

30.0 

38.9 

23.5 

11.1 

40.0 

33.3 

25.9 

19.4 

20.9 

14.3 

18.8 

15.4 

22.2 

35.0 

17.6 

14.8 

23.3 

9.1 

7.4 

12.9 

14.0 

17.9 

3.1 

11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～24歳
（n=20）

25～29歳
（n=18）

30～34歳
（n=17）

35～39歳
（n=27）

40～44歳
（n=30）

45～49歳
（n=33）

50～54歳
（n=27）

55～59歳
（n=31）

60～64歳
（n=43）

65～69歳
（n=28）

70～74歳
（n=32）

75～79歳
（n=13）

80歳以上
（n=9）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない・無回答

賛成意見 反対意見
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問４ 次の家庭での仕事について、主に誰が行っていますか。（配偶者がいる方の

み、それぞれについて１つずつ）

○ 家庭内での仕事は女性が担い、家周りや地域とのつきあいに関する仕事は男性が

担う傾向にある。

家庭での仕事の分担をみると、「炊事」、「洗濯、衣類の整理・つくろい」、「部屋の掃除」、

「日常の買い物」、「家計の管理」、「育児・教育」、「介護」は主に女性が担っており、男

性が主に担っているのは「家周りの仕事（雪かき・大工仕事等）」、「近所づきあい、町内

会行事への参加」という結果となっている。

■ 図９ 家庭での仕事の分担（主に自分がやっていると答えた人の割合）

単位：(%)

76.9 

73.5 

66.7 

70.1 

67.7 

13.3 

24.8 

34.0 

16.7 

2.5 

3.8 

8.5 

7.6 

13.6 

73.3 

40.3 

1.7 

3.4 

0 20 40 60 80

炊事

洗濯、衣類の

整理・つくろい

部屋の掃除

日常の買い物

家計の管理

家周りの仕事

（雪かき・大工仕事等）

近所づきあい、町内会

行事への参加

育児・教育

介護

女性（ｎ＝294）

男性（ｎ＝236）
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■ 家庭での仕事の分担

ア 図１０－１ 炊事

イ 図１０－２ 洗濯、衣類の整理・つくろい

ウ 図１０－３ 部屋の掃除

76.9 

2.5 

1.7 

77.5 

4.1 

3.8 

14.6 

13.1 

2.7 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

主に自分がやっている 主に配偶者がやっている 主に他の家族がやっている

家族と分担でやっている 誰もやっていない（該当なしも含む） 無回答

73.5 

3.8 

1.4 

70.3 

1.7 

1.7 

21.4 

19.5 

2.0 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

主に自分がやっている 主に配偶者がやっている 主に他の家族がやっている

家族と分担でやっている 誰もやっていない（該当なしも含む） 無回答

66.7 

8.5 

3.4 

57.6 

0.3 

1.3 

26.9 

29.7 

2.7 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

主に自分がやっている 主に配偶者がやっている 主に他の家族がやっている

家族と分担でやっている 誰もやっていない（該当なしも含む） 無回答
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エ 図１０－４ 日常の買い物

オ 図１０－５ 家計の管理

カ 図１０－６ 家周りの仕事（雪かき、大工仕事等）

70.1 

7.6 

2.4 

58.1 

3.7 

1.7 

21.1 

28.4 

0.3 

2.4 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性
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キ 図１０－７ 近所づきあい、町内会行事への参加

ク 図１０－８ 育児、教育

ケ 図１０－９ 介護
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３．男女共同参画に関する意識について

問５ 次にあげるような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。（そ

れぞれについて１つずつ）

○ 全般的に、女性が男性に比べ平等感を持つ人の割合が小さい。

○ 男女とも、半数以上が「学校」では男女平等だと感じているが、ほとんどの分野

で男性の方が優遇されていると感じている割合が高い。

○ 「法律等」、「地域社会」において、男性は４割近くが「平等」と感じているも

のの、女性は男性の方が優遇されていると感じる人の割合が高く、男女の意識に違

いがみられる。

いずれの分野においても、女性が男性に比べて「平等」であると感じている人の割合が

小さい。

「男性の方が（どちらかといえば・非常に）優遇されている」と感じている人の割合は、

全ての分野で女性の方が高く、「学校」、「法律等」を除く全ての分野で過半数を占めてい

る。また、男女ともに多くの分野で「男性の方が（どちらかといえば・非常に）優遇され

ている」と感じている人の割合が多数を占めている。

「法律等」では「男性の方が（どちらかといえば・非常に）優遇されている」は女性４

１．５％、男性２９．８％であるのに対し、「平等」は女性２３．３％、男性３９．３％

となっている。また「地域社会」では「男性の方が（どちらかといえば・非常に）優遇さ

れている」は女性５３．３％、男性４２．０％であるのに対し、「平等」は女性１９．６

％、男性３６．０％で、男女の意識に隔たりがあるのがわかる。

男性の「家庭」、「職場」、「法律等」では「女性の方が（どちらかといえば・非常に）

優遇されている」と感じる人の割合は１０％程度、その他の分野では男女ともに１０％に

も満たず、女性の方が優遇されていると感じる人は少数派となっている。
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■ 図１１ 各区分での男女平等感

注：・性別無回答を除く

・全国調査との比較の為、各項目について無回答を除いて集計
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平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない
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ア 家庭生活

女性では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が４９．５％と最も多く、

次いで「平等」２３．４％、「男性の方が非常に優遇されている」１１．７％、「どち

らかといえば女性の方が優遇されている」８．６％、「女性の方が非常に優遇されてい

る」１．７％となっている。

男性では、「平等」が３９．２％と最も多く、次いで「どちらかといえば男性の方が

優遇されている」３７．６％、「どちらかといえば女性の方が優遇されている」９．１

％、「男性の方が非常に優遇されている」６．６％、「女性の方が非常に優遇されてい

る」１．３％の順となっている。

全国調査の結果と比較すると、男女ともに「平等」だと感じている人の割合が低く、

男性の方が優遇されていると感じている人の割合が高い結果となった。

■ 図１２－１ 女性

■ 図１２－２ 男性

※全国データ：内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（H24、以下同じ）
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女性の方が非常に優遇されている わからない
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イ 学校教育の場

女性では、「平等」が５５．３％と最も多く、次いで「どちらかといえば男性の方が

優遇されている」１６．３％、「どちらかといえば女性の方が優遇されている」４．０

％、「男性の方が非常に優遇されている」３．５％、「女性の方が非常に優遇されてい

る」０．５％となっており、男女ともに過半数の人が「平等」であると感じていること

がわかる。

男性では、「平等」が６３．３％と最も多く、次いで「どちらかといえば男性の方が

優遇されている」９．７％、「どちらかといえば女性の方が優遇されている」７．１％、

「男性の方が非常に優遇されている」３．６％となり、「女性の方が非常に優遇されて

いる」と答えた人はいなかった。

全国調査の結果では男女ともに６割を超える人が「平等」であると感じており、これ

と比較すると男性の方が優遇されていると感じている人の割合が多い。

■ 図１３－１ 女性

■ 図１３－２ 男性
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ウ 職場

女性では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が４５．９％と最も多く、

次いで「平等」２１．９％、「男性の方が非常に優遇されている」１９．７％、「どち

らかといえば女性の方が優遇されている」２．０％、「女性の方が非常に優遇されてい

る」０．５％となっている。

男性では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が４１．２％と最も多く、

次いで「平等」２８．８％、「男性の方が非常に優遇されている」１３．１％、「どち

らかといえば女性の方が優遇されている」９．３％、「女性の方が非常に優遇されてい

る」１．６％の順となっている。

全国調査の結果と比較すると女性は「平等」であると感じる人の割合が低く、男性の

方が優遇されていると感じている人の割合が高い。

■ 図１４－１ 女性

■ 図１４－２ 男性
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エ 政治の場

女性では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が３９．０％と最も多く、

次いで「男性の方が非常に優遇されている」３８．０％、「平等」９．４％となり、「ど

ちらかといえば女性の方が優遇されている」、および「女性の方が非常に優遇されてい

る」と答えた人はいなかった。

男性では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が４０．８％と最も多く、

次いで「男性の方が非常に優遇されている」２４．２％、「平等」２２．６％、「どち

らかといえば女性の方が優遇されている」１．３％、「女性の方が非常に優遇されてい

る」０．６％の順となっている。

全国調査の結果と比較してもあまり大きな差はみられず、男女ともに男性の方が優遇

されていると感じている人が多く、女性によりその傾向が強いことがわかる。

■ 図１５－１ 女性

■ 図１５－２ 男性
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オ 法律や制度上

女性は「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が２９．０％と最も多く、次

いで「平等」２５．０％、「男性の方が非常に優遇されている」１５．６％、「どちら

かといえば女性の方が優遇されている」６．９％、「女性の方が非常に優遇されている」

０．５％となっている。

男性は「平等」が４１．２％と最も多く、次いで「どちらかといえば男性の方が優遇

されている」２２．４％、「どちらかといえば女性の方が優遇されている」１０．９％、

「男性の方が非常に優遇されている」８．９％、「女性の方が非常に優遇されている」

２．６％の順となっている。

男性は平等だと感じている人が多いが、女性は男性の方が優遇されていると感じてい

る人が多く、男女で意識に隔たりがみられる。

全国調査の結果と比較すると、「わからない」と答える人が非常に多いという結果に

なった。

■ 図１６－１ 女性

■ 図１６－２ 男性
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カ 地域社会

女性は、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が４２．５％と最も多く、

次いで「平等」２１．０％、「男性の方が非常に優遇されている」１４．６％、「どち

らかといえば女性の方が優遇されている」２．７％、「女性の方が非常に優遇されてい

る」０．５％となっている。

男性は、「平等」が３７．５％と最も多く、次いで「どちらかといえば男性の方が優

遇されている」３５．２％、「男性の方が非常に優遇されている」８．６％、「どちら

かといえば女性の方が優遇されている」６．０％、「女性の方が非常に優遇されている」

１．０％の順となっている。

男性は平等だと感じている人が多いが、女性は男性の方が優遇されていると感じてい

る人が多く、男女の意識に隔たりがみられる。

■ 図１７ 地域社会における男女の地位（秋田県）

参考 全国調査 社会全体における男女の地位

注：内閣府の調査における調査項目は「社会全体」であり、参考として掲載
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問６ 次にあげるような職業や役職において、女性が「もっと就いたほうがよい」

と思うのはどれですか。（いくつでも）

○ 全体で、「国や県、市町村の議会議員」が最も多く、次いで「職場の管理職」、「県

や市町村の審議会や委員会のメンバー」となっている。

○ 男女を比較すると、「職場の管理職」を除き、女性の方が「もっと就いたほ

うがよい」と思っている人の割合が少ない。

女性が「もっと就いたほうがよい」と思う職業について、全体では、「国や県、市町村

の議会議員」が４３．６％と最も多く、次いで「職場の管理職」４０．４％、「県や市町

村の審議会や委員会のメンバー」３８．５％、「知事や市町村長」３１．３％、「裁判官

や検察官、弁護士」２７．５％、「町内会長、自治会長」２４．５％、「PTA会長」２２．
０％、「研究者」１８．６％の順となっている。

男女別にみると、「職場の管理職」では女性が男性を３．６ポイント上回っているもの

の、その他の項目では男性が女性を上回っている。

特に、「PTA 会長」、「町内会長、自治会長」については男性が女性を９．６ポイント上
回っている。

■ 図１８ 女性の積極的登用
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研究者

特にない

その他

わからない

無回答

全体（ｎ＝768） 女性（ｎ＝433） 男性（ｎ＝328）
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問７ 一般的に女性が仕事をもつことについて、どう思いますか。（１つだけ）

○ 男女とも「ずっと職業を続ける方がよい（継続就業型）」が最も多く、次いで「

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい（一時中

断型）」が多くなっている。

○ 男女ともに同様の結果となっており、意識の差はみられない。

女性が職業をもつことについては、全体では「ずっと職業を続ける方がよい」が４７．

８％と最も多く、次いで「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ

方がよい」３２．９％となっている。

男女とも上位２項目は同じであり、「ずっと職業を続ける方がよい」女性４７．１％、

男性４８．８％、「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよ

い」女性３３．９％、男性３１．７％と男女で大きな意識の差はみられない。

前回の調査と比較して女性の継続就業型が８．９ポイント増加しており、女性の意識に

変化がみられる。

■ 図１９－１ 女性が職業をもつことについて（H24）

■ 図１９－２ 女性が職業をもつことについて（H19）
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女性を年代別にみると、ほとんどの年代区分において、「ずっと職業を続ける方がよい

（継続就業型）」が「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方が

よい（一時中断型）」を上回っている。一時中断型が拮抗または上回っているのは、５５

～５９歳、６５～６９歳、７５歳以上となっている。

特に、子育て世代と想定される３０～４４歳では継続就業型が過半数を占めており、共

働き志向が強いことがうかがえる。

■ 図１９－３ 女性が職業をもつことについて（女性年代別）
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男性を年代別にみると、ほとんどの年代区分において、「ずっと職業を続ける方がよい

（継続就業型）」が「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方が

よい（一時中断型）」を上回っている。一時中断型が拮抗または上回っているのは、３５

～３９歳、６０～６４歳、７５歳以上となっている。

■ 図１９－４ 女性が職業をもつことについて（男性年代別）

参考 女性が職業をもつことについて（全国調査との比較）

内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（H24)
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